
現
状
と
課
題

災
害
へ
の
備
え

　近
年
、
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
、

火
災
、
救
出
救
助
な
ど
の
消
防
需
要

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

職
員
の
技
能
向
上
、
消
防
団
と
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
車

両
や
資
機
材
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

救
命
率
の
向
上

　心
臓
突
然
死
か
ら
救
命
す
る
た
め

の
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
公
共
施
設
を
は
じ
め
市
内

各
所
へ
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

目
の
前
で
A
E
D
を
必
要
と
す
る
人

に
対
し
、
適
切
な
処
置
が
で
き
る
よ

う
、
応
急
手
当
や
普
通
救
命
講
習
の

受
講
を
促
し
、
救
命
率
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
軽
症
者
の
救
急
搬
送
が
増

加
し
て
お
り
、
緊
急
度
・
重
症
度
が

高
い
傷
病
者
の
対
応
に
支
障
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続

き
、
救
急
車
適
正
利
用
の
啓
発
を
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

指
令
業
務
の
充
実
強
化

　情
報
化
や
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴

い
、
消
防
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
度
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、

1
1
9
番
通
報
が
集
中
し
た
場
合
の

受
信
能
力
・
処
理
能
力
向
上
や
、

I
C
T
等
を
活
用
し
た
高
度
な
災
害

対
応
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
消

防
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、

豊
中
市
（
能
勢
町
）
、
吹
田
市
、
池

田
市
、
箕
面
市
（
豊
能
町
）
と
の
指

令
業
務
の
共
同
運
用
を
計
画
し
て
お

り
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
の
運
用
開

始
を
め
ざ
し
ま
す
。

❹-3

消
防
・
救
急
救
助

危機管理

摂津市

火災や自然災害、救助を要する事故などによる被害を最小限にと

どめるため、消防・救急救助体制及び火災予防体制を充実します。

基本
方向

軽症者の救急搬送割合

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

生命・財産を守り、安心して快適に暮らせるまちにしますみんなが安全で快適に暮らせるまち

63.0% 61.0%

出火件数 35件 28件

防火対象物の立入検査件数 175件 180件

危険物施設の立入検査件数 107件 110件

指標（KPI）

分野
計画

消防体制の充実

●通信指令施設、消防車両、

　資機材の計画的な更新・増強

●消防広域化の推進

●職員の知識・技術の向上

救命率の向上

●救急車の適正利用の促進

●応急手当の普及啓発

地域消防力の向上

●消防団員の確保・教養訓練

●消防団機械器具・装備の充実

●消防団組織の確立・地域等との連携

予防体制の充実

●立入検査の実施
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